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(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、学び、やすらぐ

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る

施 策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

②ダム機能保全のための森林の保全整備

③自然生態系の保全

④環境調査

施 策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

⑥研修の場の提供

⑦健康づくりと安らぎの場の提供

施 策 (3)　広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

⑨教育交流の推進

⑩県境を越えた広域連携

施 策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

⑫新たな産業の振興

施 策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

⑭人材育成

⑮啓発活動の推進

⑯危機管理

⑰交流の場づくり

基本方針を踏まえた５つの取組方針と主な方向

揖斐川水源地域ビジョンについて

揖斐川水源地域の将来像（目標像）

日本のどまん中を支える日本一の水と森が織りなす流域文化の創造

    － みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して －

目標像を実現するための３つの基本方針

施策項目

施策項目

施策項目

施策項目

施策項目
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

①
水
環
境
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

2
月

3
月

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

揖
斐
川
町
、
N
P
O

揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
、
徳
山
ダ

ム
管
理
所

生
命
の
水
を
育
現
流
域

の
水
環
境
を
保
全
す
る

た
め
の
清
掃
活
動
等
の

実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

1
1
月

1
2
月

1
月

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－
ダ
ム
湖
の
水
環
境
の
保

全
に
取
り
組
む

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

▲
9
/
1
8
中

止
（

感
染

防
止

の
た

め
中

止
後

日
、

セ
ン

タ
ー

職
員

で
実

施
）

○
9
月

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

冠
山

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

▲
1
0/

2中
止

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
）

○
1
0
月

夜
叉

ヶ
池

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

●
1
0
/
3
0中

止
（

ク
マ

出
没

情
報

の
た
め

）

○
4～

1
2
月

（
原

則
週

1回
実

施
予

定
）

徳
山

ダ
ム

上
流

域
の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
計

画

○
4～

1
1
月

（
原

則
月

1回
実

施
予

定
）

徳
山

ダ
ム

の
湖

上
巡
視

を
計

画

●
4～

1
2
月

（
3
5回

実
施

）
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
実

施

●
4～

1
1
月

（
8
回

実
施

）
徳

山
ダ

ム
の

湖
上

巡
視

を
実

施

○
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1
回

）
に

監
視

し
、

調
査

結
果

（
速

報
値

）
を

徳
山

ダ
ム

Ｈ
Ｐ

「
現

在
の

ダ
ム

状
況

（
水

質
情

報
）

」
に

掲
載

（
通

年
）

●
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1回

）
に

監
視
し

、
調

査
結

果
（

速
報

値
）

を
徳

山
ダ

ム
Ｈ

Ｐ
「

現
在

の
ダ

ム
状

況
（

水
質

情
報

）
」

に
掲

載
し

た
（

通
年

）
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

③
自
然
生
態
系
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

揖
斐
川
町
、
N
P
O

揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
、
徳
山
ダ

ム
管
理
所

豊
か
な
野
生
生
物
を
育

む
自
然
環
境
の
保
全
に

向
け
た
植
樹
活
動
の
実

施 （
徳
山
ダ
ム
コ
ア
山
の

植
栽
、
保
育
）

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
6月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

○
6
月

一
般

公
募

に
よ

る
コ

ア
山

の
下

草
刈

り
を

計
画

○
4
月

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
コ

ア
山

へ
の

仮
植

え
作

業
を

計
画

○
1
0
/
1
6

第
2
1回

徳
山

ダ
ム

上
流

に
実

の
な

る
木

を
植

え
よ

う
大

作
戦

を
計

画

●
6
/
5
コ

ア
山

下
草

刈
り

及
び

獣
害

防
止

カ
バ

ー
等

の
設

置
を

実
施

▲
6
/
1
9
中

止
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

）

●
4
/
2
7
,2
8
 地

元
小

中
学

校
に

よ
る

コ
ア

山
へ

の
仮

植
え

作
業

を
実

施

●
1
0
/
4
,
1
1

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
植

樹
活

動
（

苗
木

の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
活

動
）

を
実

施

●
1
0
/
1
6

一
般

参
加

希
望

者
及

び
関

係
者

で
実

施
（

3
9
名

参
加

）

○
9月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

●
9
/
2
4

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
実

施

○
9月

、
1
0
月

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
植

樹
活

動
（

苗
木

の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
活

動
）

を
計

画
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

計
画

実
績

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
徳
山
ダ
ム
）

徳
山
湖
周
辺
の
優
れ
た

自
然
環
境
を
活
用
し
た

様
々
な
体
験
活
動
の
実

施

実
績

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
横
山
ダ
ム
）

水
力
発
電
所
の
役
割
や

機
能
を
紹
介
し
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－

計
画

実
績

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

計
画

実
績

－

計
画

実
績

緑
と
水
の
子
ど
も
会
議

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
通
称
”
も
り
み
ず
”
）
イ

ベ
ン
ト

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

－

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

計
画

1
2
月

1
月

2
月

3
月

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

生
命
の
水
と
森
の

活
動
セ
ン
タ
ー
協
議

会
、
徳
山
ダ
ム
管
理

所

計
画

実
績

具
体
の
施
策

水
源
地
探
検
隊

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

施
　
策

施
策
項
目

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

(
2
)
日

本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て

の
活
用

⑤
学
習
の
場
の
提
供

名
古
屋

市
給

水
区

域
内

に
在

住
の

小
学

生
を

対
象

に
以

下
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施

・
な
ご

や
動

画
館

「
ま

る
は

っ
ち

ゅ
～

ぶ
」

で
徳

山
ダ

ム
等

の
紹

介
動

画
を

公
開

・
各
家

庭
で

水
源

林
の

苗
木

づ
く

り
、

バ
ー

ド
コ

ー
ル

づ
く

り
体

験
を

行
う

た
め

の
体
験

活
動

キ
ッ

ト
を

送
付

（
各

家
庭

で
育

て
た

苗
木

は
参

加
者

有
志

に
よ

っ
て

揖
斐
川

町
へ

の
里

帰
り

（
令

和
5
年

夏
予

定
）

）

・
T
w
i
t
t
e
r
で

「
＃

水
源

地
探

検
隊

」
を

付
け

て
ツ

イ
ー

ト
さ

れ
た

方
に

対
し

、

抽
選
で

「
名

水
」

を
プ

レ
ゼ

ン
ト

●
揖

斐
川

町
の

9
小

学
校

、
3中

学
校

、
池

田
町

の
2
小

学
校

、
県

立
揖
斐

特
別

支
援

学
校

中
学

部
を

対
象

に
森

林
、

林
業

、
水

環
境

に
関

す
る

学

習
や

体
験

活
動

を
実

施
（

実
施

回
数

3
2
回

参
加
児

童
・

生
徒

数
延

べ
6
6
1
名

）

●
7
/2

1～
3
1

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

で
集

客
イ

ベ
ン

ト
は

中
止

し
た

が
、

ダ
ム

紹
介

動
画

を

ド
ロ

ー
ン

撮
影

等
行

い
期

間
限

定
で

公
開

（
ア

ク
セ

ス
数

延
べ

6
0
8
回

）

○
個

人
、

団
体

問
わ

ず
横

山
ダ

ム
の

見
学

会
を

計
画

（
通

年
） ●

見
学

会
を

実
施
（
見
学
者

11
3名
ダ
ム
カ
ー
ド
配
布

54
8枚
）
（
令
和

3年
12
月
末
時
点
）

4
/
1
～

7
/
2
0、

8
/
7
～

1
0
/3

、
1
/
2
1
～

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

▲
7
月

中
旬
中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
）

○
8
月

第
1
週
「

水
の

週
間

イ
ベ

ン
ト

」
と

し
て

徳
山

ダ
ム

見
学

会
を

計
画

▲
8
月

第
1
週
中

止
（

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

）

⇒
代

替
施

策
と

し
て

夏
の

湖
上

巡
視

の
動

画
を

撮
影

し
、

水
の

週
間

に
配

信

○
7
/
3
1
,8

/
1

親
子

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
を

計
画

▲
7
/
3
1
,
8
/
1
中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
）

○
1
2
月

ク
リ

ス
マ
ス

デ
イ

キ
ャ

ン
プ

を
計

画

○
1
1月

以
降

町
内

の
各

種
団

体
に

よ
る

研
修

活
動

を
計

画

●
1
2/

4
 
ク
リ

ス
マ

ス
デ

イ
キ

ャ
ン

プ
を

実
施

（
親

子
3
組

9
名

参
加
）

●
10

/3
0,

12
/1

4
研
修
活
動
を
実
施
（

2団
体

56
名
参
加
）

○
1～

2月
（

5
回

実
施

予
定

）

雪
と
の

ふ
れ

あ
い

体
験

を
計

画

▲
1
～

2月
中

止

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
）

●
揖

斐
川

町
の

8小
学

校
、

3
中

学
校

、
池

田
町

の
2
小

学
校

、
県

立
揖

斐
特

別
支

援
学

校
中

学
部

を
対

象
に

森
林

、
林

業
、

水
環

境
に

関
す

る
学

習
や

体
験

活
動

を
計

画
（

実
施

予
定

回
数

4
4
回

参
加

児
童
・

生
徒

数
延

べ
1
,
1
0
0
名

）

○
7
/
2
1
～

3
1

「
森
と

湖
に

親
し

む
旬

間
」

と
し

て
各

種
行

事
を

計
画

（
7
/
2
4
に

イ
ベ

ン
ト

開
催

を
予

定
）

○
1
1月

～
1
月

頃
名

古
屋

市
給

水
区

域
内

に
在

住
の

小
学

生
と

保
護

者

（
最
大

1
0
0
組

程
度

）
を

対
象

に
徳

山
ダ

ム
紹

介
、

水
源

地
保

全
の

重
要
性

に
関

す
る

講
義

、
苗

木
づ

く
り

キ
ッ

ト
送

付
に

よ
る

苗
木

の
里

親
、

バ
ー
ド

コ
ー

ル
キ

ッ
ト

送
付

に
よ

る
木

工
体

験
を

計
画

●
1
1/

1～
3
0
（

参
加

人
数

6
3名

）

○
7
月

中
旬

（
予

定
）

発
電

所
の

見
学
会

を
計

画
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
状

況
に

よ
り

実
施

可
否

を
決

定
）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

宿
泊
施
設
「
ふ
じ
は
し
星

の
家
」
を
利
用
す
る
児
童

生
徒
等
の
各
種
研
修
活

動
へ
の
支
援
と
体
験
活

動
の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
2
)
日

本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て

の
活
用

施
策
項
目

⑥
研
修
の
場
の
提
供

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

●
5
/
1
3～

1
2
/
9
 「

ふ
じ

は
し

星
の

家
」

に
宿

泊
す

る
小

中
学

校
児

童
生

徒
等

の
各

種
団

体
等

が
実

施
す

る
各

種
研

修
活

動
の

支
援

や
、

自
然
環

境
や

自
然

素
材

を
活

用
し

た
様

々
な

体
験

活
動

を
実

施
（

1
月

末
時

点
65

団
体

2
,
2
5
5
名

参
加

）

○
5
/1

1～
1
1
/
1
2
 
「

ふ
じ

は
し

星
の

家
」

に
宿

泊
す

る
小

中
学

校
児

童
生

徒
等

の
各

種
団

体
等

が
実

施
す

る
各

種
研

修
活

動
の

支
援

や
、

自
然

環
境

や
自

然
素

材
を

活
用

し
た

様
々

な
体

験
活

動
を

計
画

（
6
0団

体
を

予
定

）

○
杉

原
山

登
山

道
の

整
備

を
予

定

●
4
/2

2
 
杉

原
山

登
山

道
の

整
備

を
実

施
（

参
加

者
9
名

）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

生
命
の
水
と
森
の

活
動
セ
ン
タ
ー
協
議

会
、
徳
山
ダ
ム
管
理

所

水
源
地
探
検
隊

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

揖
斐
川
上
下
流
の
小
中

学
児
童
生
徒
や
一
般
住

民
が
互
い
に
学
び
交
流

で
き
る
体
験
活
動
の
実

施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
3
)
広

域
で
継
続
的
な
交
流
・
連
携
の
推
進

施
策
項
目

⑧
活
動
を
通
じ
た
上
下
流
交
流

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

●
7
/
3
1
 ブ

ナ
林

探
訪

会
（

冠
山

周
辺

の
ブ

ナ
原

生
林

を
訪

れ
、

現
地
で

森
林

の
も

つ
役

割
や

水
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
活

動
を

実
施
し

た
（

親
子

6組
1
3
名

参
加

）

○
7
月

ブ
ナ

林
探

訪
会

（
冠

山
周

辺
の

ブ
ナ

原
生

林
を

訪
れ

、
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
植

物
や

そ
こ

に
生

き
る

昆
虫

等
を

観
察

し
、

森
林

の
も

つ
役

割
や

水
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
ツ

ア
ー

）
を

計
画

○
1
1
月

～
1
月

頃
名

古
屋

市
給

水
区

域
内

に
在

住
の

小
学

生
と

保
護

者

（
最

大
1
0
0
組

程
度
）

を
対

象
に

徳
山

ダ
ム

紹
介

、
水

源
地

保
全

の

重
要

性
に

関
す

る
講

義
、

苗
木

づ
く

り
キ

ッ
ト

送
付

に
よ

る
苗

木
の

里
親

、

バ
ー

ド
コ

ー
ル

キ
ッ

ト
送

付
に

よ
る

木
工

体
験

を
計

画

名
古

屋
市

給
水

区
域

内
に

在
住

の
小

学
生

を
対

象
に

以
下

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

・
な

ご
や

動
画

館
「

ま
る

は
っ

ち
ゅ

～
ぶ

」
で

徳
山

ダ
ム

等
の

紹
介

動
画

を
公

開

・
各

家
庭

で
水

源
林

の
苗

木
づ

く
り

、
バ

ー
ド

コ
ー

ル
づ

く
り

体
験

を
行

う
た

め

の
体

験
活

動
キ

ッ
ト

を
送

付
（

各
家

庭
で

育
て

た
苗

木
は

参
加

者
有

志
に

よ
っ

て

揖
斐

川
町

へ
の

里
帰

り
（

令
和

5
年

夏
予
定

）
）

・
T
wi

t
t
e
rで

「
＃

水
源
地

探
検

隊
」

を
付

け
て

ツ
イ

ー
ト

さ
れ

た
方

に
対

し
、

抽
選

で
「

名
水

」
を

プ
レ

ゼ
ン

ト

●
1
1/

1～
3
0
（

参
加

人
数

6
3名

）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

揖
斐
川
町

西
美
濃
無
限
回
廊
協
議

会
－

・
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
施
に
よ
り
、
徳
山
ダ

ム
の
景
観
を
P
R
（
継
続
）

計
画

実
績

徳
山
ダ
ム
管
理
所
、

民
間
旅
行
会
社

ダ
ム
見
学
会
の
実
施

計
画

実
績

徳
山
ダ
ム
管
理
所

S
A
P
体
験
の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
協
力

計
画

実
績

西
美
濃
広
域
観
光
推
進

協
議
会

－

西
美
濃
地
域
が
持
つ
豊

か
な
自
然
と
多
く
の
優

れ
た
観
光
資
源
を
P
R
す

る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
を
図
る
。

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑪
観
光
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
▲

中
止

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
）

（
２

）
①

●
7
/
1
0
～

2
/2
8
 西

美
濃

の
「

鉄
道

・
バ

ス
」

」
発

見
！

ス
マ

ホ
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

を
実

施

②
●

西
美

濃
地

域
に

あ
る

観
光

資
源

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

た
う

え
で

旅
行

商
品

化
し

販
売

（
1
1
/3

0現
在

総
客

数
3
0
7
名

総
売

上
7
7
7
,
4
0
0
円

）

（
３

）
①

●
4
/
1
～

1
1

「
ぎ

ふ
西

美
濃

桜
め

ぐ
り

の
旅

（
ツ

ア
ー

）
」

を
実

施

②
●

令
和

4
年

3月
予

定
「

ぎ
ふ

西
美

濃
桜

め
ぐ

り
の

旅
（

ツ
ア

ー
）

」
を

実
施

予
定

▲
い
び

が
わ

マ
ラ

ソ
ン

中
止

（
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
）

○
春
ま

で
の

事
業

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

防
止

対
策

し
て

自
粛

す
る

。
そ

れ
以

降
は

今
後

の
感

染
症

拡
大

状
況

を
踏

ま
え

て
検

討
。

▲
1
1
/
1
1,

1
9中

止

徳
山

ダ
ム

堤
体

登
坂

と
徳

山
会

館
に

お
け

る
旧

徳
山

村
の

歴
史

を
学

び

地
獄

う
ど

ん
を

提
供

す
る

ツ
ア

ー
を

企
画

し
た

が
、

催
行

人
数

に
満

た

ず
中

止

○
Eボ

ー
ト

体
験

活
動

は
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

を
踏

ま
え

て
実

施
可

否
を

検
討

。
サ

ッ
プ

事
業

を
試

験
的

に
実

施
予

定
。

（
１

）
観

光
客

誘
致

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

中
京

圏
プ

ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
（

名
古

屋
）

令
和

3
年

9月
開

催
予

定
、

関
西

圏
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
大

阪
）

令
和

4
年

2
月

開
催

予
定

（
２

）
周

遊
観

光
商

品
造

成
事

業

（
３

）
関

係
事

業
者

連
携

事
業

（
春

）
「

ぎ
ふ

西
美

濃
桜

め
ぐ

り
の

旅
」

令
和

3
年

4
月

、
令

和
4
年

3
月

開
催

予
定

○
（

継
続

）
令

和
３

年
度

に
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
予

定
。

サ
イ

ク
ル

交
流

会
の

中
で

周
遊

で
き

る
仕

組
み

に
よ

り
西

美
濃

夢
源

回
廊

協
議

会
構

成

６
市

町
（

大
垣

市
、

本
巣

市
、

神
戸

町
、

揖
斐

川
町

、
大

野
町

、
池

田
町

）
の

管
内

の
観

光
地

（
徳

山
ダ

ム
含

む
）

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
の

事
業

を
推

進
し

て

い
く

。
○

（
新

規
）

西
美

濃
夢

源
回

廊
協

議
会

構
成

６
市

町
（

大
垣

市
、

本
巣

市
、

神
戸

町
、

揖
斐

川
町

、
大

野
町

、
池

田
町

）
の

管
内

の
道

の
駅

や
産

直
施

設
と

連
携

し
、

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
を

実
施

予
定

。
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
コ

ー
ス

の
中

に
徳

山
ダ

ム
も

入
る

予
定

。

▲
中

止
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

）

▲
中

止
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

一
般
財
団
法
人
い
び
が

わ
－

よ
こ
と
く
ダ
ム
カ
レ
ー
の

販
売

計
画

実
績

計
画

実
績

大
垣
商
工
会
議
所

－
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

る
交
流
産
業
の
創
出
・

育
成

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑫
新
た
な
産
業
の
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
「

西
美

濃
産

業
観

光
読

本
」

（
改

訂
版

）
の

作
成

（
2
,0

0
0
冊

増
刷

）
⇒

 
揖

斐
川

の
水

資
源

を
活

か
し

た
産

業
（

徳
山

ダ
ム

水
力

発
電

所
等

）
を

紹
介

。

（
２

）
全

国
水

都
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
へ

の
参

加
⇒

 
全

国
の

“
水

都
”

1
0 

都
市

（
大

阪
、

東
京

、
新

潟
、

名
古

屋
、

大
垣

、
近

江
八

幡
、

徳
島

、
広

島
、

松
江

、
柳

川
）

が
参

画
。

（
１

）
●

「
西

美
濃

産
業

観
光

読
本

」
（

改
訂

版
）

の
作

成
（

2
,
0
0
0
冊

増
刷

）
⇒

 
揖

斐
川

の
水

資
源

を
活

か
し

た
産

業
（

徳
山

ダ
ム

水
力

発
電

所
等

）
を

紹
介

。

（
２

）
●

地
域

団
体

商
標

カ
ー

ド
の

作
成

令
和

2
年

度
に

商
標

を
取

得
し

た
「

大
垣

の
木

枡
」

「
大

垣
の

枡
」

の
知

名
度

向
上

を
目

的
に

作
成

。

（
３

）
●

全
国

へ
の

情
報

発
信

枡
の

P
Rを

行
う

た
め

日
本

商
工

会
議
所

が
主

催
す

る
展

示
会

に
出

展
。

「
全

国
商

工
会

議
所

観
光

振
興

大
会

」
の

大
会

誌
に

枡
の

情
報

を
掲

載
。

○
通

年
「

よ
こ

と
く

ダ
ム

カ
レ

ー
」
の

販
売

を
予

定

●
通

年
「

よ
こ

と
く

ダ
ム

カ
レ

ー
」
の

販
売

を
実

施

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

徳
山
ダ
ム
の
機
能
を
は

じ
め
治
水
・
利
水
の
大

切
さ
、
さ
ら
に
は
当
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
を

広
く
伝
え
る
情
報
発
信

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

生
命
と
水
と
森
の
活

動
セ
ン
タ
ー
協
議
会
徳
山
ダ
ム
Ｐ
Ｒ

計
画

実
績

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑬
情
報
発
信

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１
）

徳
山

ダ
ム
の
施

設
見
学

（
ダ

ム
天
端
及

び
左

右
岸
の

広
場
を
一

般
開

放
）

（
通
年
）

（
２
）

徳
山

ダ
ム
ダ
ム

カ
ー
ド

の
配

布
（
通
年

）

（
１
）

●
ま

ん
延
防
止

等
充
填

措
置

区
域
に
指

定
中

の
5/
14
～
3
1以

外
は

一
般

開
放
を
実
施

。

（
２
）

●
令

和
4年

1月
末
時
点

で
約

4,
50
0
枚
を

配
布

（
緊
急
事
態

宣
言

等
の

期
間
中
は
配

布
を

中
止

し
た
）

（
１
）
徳
山

ダ
ム

や
関

連
施
設
の
総

合
案

内
（

通
年
）

（
２
）
生
命

の
水

と
森

の
活
動
セ
ン

タ
ー

お
よ

び
学
習
館
の

Ｐ
Ｒ

活
動

（
名

古
屋

市
水
フ

ェ
ス
タ
参

加
予

定
）

（
３
）
恵
み

の
森

コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

イ
ベ

ン
ト

等
へ
の
参
加

を
予

定

（
１
）

●
徳
山
ダ

ム
や

関
連
施

設
の
総
合

案
内

を
実

施
（
通
年
）

（
1月

末
現

在
7
0団

体
1
,3
8
4名

）

（
２
）

▲
名

古
屋
市
水

フ
ェ
ス

タ
中
止
（

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影
響

）

（
３
）

グ
ル

ー
プ
見
学

者
の
案

内
（

通
年
）

（
３
）

●
5月

～
1
2
月

グ
ル
ー

プ
見

学
者
の
案

内
を

実
施
（

約
1,
7
0
0名

）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

①
揖
斐
川
筋
の
漁
協
・
小

学
校
・
教
育
委
員
会
に
対
し

て
水
難
事
故
防
止
P
R
活
動

を
実
施

②
河
川
入
川
者
に
対
す
る

注
意
喚
起
と
し
て
水
難
事

故
防
止
P
R
の
ぼ
り
旗
を
設

置

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
様
々

な
研
修
や
啓
発
活
動
を

実
施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み
ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組
の
推
進

施
策
項
目

⑮
啓
発
活
動
の
推
進

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
小
中
学
校

児
童
生
徒

へ
の
啓
発
活

動
を
計
画

（
通
年
）

○
10

/1
6 

徳
山

ダ
ム

及
び

ダ
ム

周
辺
の
自
然

環
境
に
つ

い
て
学
ぶ
研

修
会
を
計

画

●
小
中

学
校
児
童

生
徒
へ
の
啓

発
活
動
を

実
施
（
通

年
）

●
1
0/
16

徳
山

ダ
ム
及

び
ダ

ム
周
辺
の

自
然
環

境
に
つ
い

て

学
ぶ
研
修

会
を
実

施
（
3
9名

参
加
）

●
6
/2
4 
揖
斐

川
上
流
部

3漁
組

、
揖
斐
川

町
流
域
小

学
校
7校

、
教

育
委
員
会

に
対
し
水
難

事
故
防
止

Ｐ
Ｒ
を
実

施
。

小
学

校
1年

生
を
対
象

に
文
具
の

配
布
を
実

施
。

●
6
～
1
0月

河
川

付
近
へ
の
ぼ

り
を

設
置

（
西

平
ダ

ム
下
流

に
5箇

所
）

○
6月

中
旬

揖
斐

川
上
流
部

3漁
組
、
揖
斐

川
町
流
域

小
学
校
7
校
、

教
育

委
員

会
に

対
し
水

難
事
故
防

止
Ｐ
Ｒ
を

計
画

○
6
～
1
0月

河
川

付
近
へ
の
ぼ

り
の
設
置

を
計
画
（

西
平
ダ

ム
下

流
に

5箇
所

）

資料－２
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（
 
令

和
３

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

企
業
と
の
協
同
に
よ
る

森
林
づ
く
り

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み
ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組
の
推
進

施
策
項
目

⑰
交
流
の
場
づ
く
り

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１
）

イ
ビ
デ
ン

（
株
）
：
▲

中
止
（
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の

影
響
）

（
２
）

（
株
）
大

垣
共
立
銀
行

：
●

10
/2
3（

秋
）
に

活
動
を
実
施

（
参
加
者

70
名
）
、
春

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
の

影
響
に
よ

り
中
止

（
３
）

（
株
）
平

和
堂

：
▲

中
止
（
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の

影
響
）

（
１
）
イ
ビ

デ
ン
（
株

）
：

植
樹

（
補

植
・

獣
害

防
止
含
む
）

、
下
刈
り

を
年
３
回
（

春
・
夏
・

秋
）
計
画

（
２
）
（
株

）
大
垣
共

立
銀
行

：
植

樹
（

補
植

・
獣

害
防
止
含
む

）
、
野
外

観
察
会
、
木

工
教
室
を

年
２
回
（

春
・
秋

）
計

画

（
３
）
（
株

）
平
和
堂

：
倒

木
除

去
、

下
刈

り
、

除
伐
等
の
森

林
整
備
を

年
２
回
（
春

・
秋
）
計

画

延
べ

1,
05
0名

の
参
加
を

予
定

資料－２

12



 

 

 

令和４年度活動計画 

 

水源地ビジョンに関する取組内容 
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

①
水
環
境
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

2
月

3
月

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

揖
斐
川
町
、
N
P
O

揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
、
徳
山
ダ

ム
管
理
所

生
命
の
水
を
育
現
流
域

の
水
環
境
を
保
全
す
る

た
め
の
清
掃
活
動
等
の

実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

1
1
月

1
2
月

1
月

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－
ダ
ム
湖
の
水
環
境
の
保

全
に
取
り
組
む

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
9
月

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

冠
山

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

夜
叉

ヶ
池

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
4～

1
2
月

（
原

則
週

1回
実

施
予

定
）

徳
山

ダ
ム

上
流

域
の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
計

画

○
4～

1
1
月

（
原

則
月

1回
実

施
予

定
）

徳
山

ダ
ム

の
湖

上
巡
視

を
計

画

○
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1
回

）
に

監
視

し
、

調
査

結
果

（
速

報
値

）
を

徳
山

ダ
ム

Ｈ
Ｐ

「
現

在
の

ダ
ム

状
況

（
水

質
情

報
）

」
に

掲
載

（
通

年
）

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

③
自
然
生
態
系
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

揖
斐
川
町
、
N
P
O

揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
、
徳
山
ダ

ム
管
理
所

豊
か
な
野
生
生
物
を
育

む
自
然
環
境
の
保
全
に

向
け
た
植
樹
活
動
の
実

施 （
徳
山
ダ
ム
コ
ア
山
の

植
栽
、
保
育
）

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
6月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

○
6
月

一
般

公
募

に
よ

る
コ

ア
山

の
下

草
刈

り
を

計
画

○
4
月

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
コ

ア
山

へ
の

仮
植

え
作

業
を

計
画

○
9
月

、
1
0月

地
元

小
中

学
校
に

よ
る

植
樹

活
動

（
苗

木
の

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

活
動

）
を

計
画

○
1
0/
1
5

第
2
2
回

徳
山

ダ
ム

上
流

に
実

の
な

る
木

を
植

え
よ

う
大

作
戦

を
計

画

○
9月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

計
画

実
績

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
徳
山
ダ
ム
）

徳
山
湖
周
辺
の
優
れ
た

自
然
環
境
を
活
用
し
た

様
々
な
体
験
活
動
の
実

施

実
績

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
横
山
ダ
ム
）

水
力
発
電
所
の
役
割
や

機
能
を
紹
介
し
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－

計
画

実
績

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

計
画

実
績

－

計
画

実
績

緑
と
水
の
子
ど
も
会
議

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
通
称
”
も
り
み
ず
”
）
イ

ベ
ン
ト

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム
統
合

管
理
事
務
所

横
山
ダ
ム
管
理
支
所

－

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

計
画

1
2
月

1
月

2
月

3
月

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

生
命
の
水
と
森
の

活
動
セ
ン
タ
ー
協
議

会
、
徳
山
ダ
ム
管
理

所

計
画

実
績

具
体
の
施
策

水
源
地
探
検
隊

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

施
　
策

施
策
項
目

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

(
2
)
日
本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て
の
活
用

⑤
学
習
の
場
の
提
供

○
1
0月

（
予

定
）

水
源

地
体

験
隊

は
、

募
集

人
数

を
4
0名

程
度

と
し

て
以

下
の

活
動

を
計

画

・
徳

山
ダ

ム
見
学

・
水

源
地

保
全
の

重
要
性

に
関
す

る
講
義

・
木

工
体

験
、
水

源
林
の

苗
木
づ

く
り
（

後
日
、

苗
木
の

里
帰
り

を
予
定

）

・
徳

山
ダ

ム
や
水

源
地
保

全
の
重

要
性
に

関
す
る

紹
介
動

画
の
周

知

○
7
/2
1～

3
1
「

森
と

湖
に

親
し

む
旬

間
」

と
し

て
各

種
行

事
を

計
画

（
7
/2

3に
イ

ベ
ン

ト
開

催
を

予
定

）

○
個

人
、

団
体

問
わ

ず
横

山
ダ

ム
の

見
学

会
を

計
画

（
通

年
）

○
7月

中
旬
（

予
定
）

発
電
所

の
見
学

会
を
計

画
（
国

土
交
通

省
横

山
ダ

ム
管

理
支

所
と

合
同

開
催
予

定
）

○
8月

第
1
週

「
水

の
週

間
イ

ベ
ン

ト
」

と
し

て
徳

山
ダ

ム
特

別
見

学
会

を
計

画

併
せ

て
「

と
く

ま
る

」
に

よ
る

湖
上

巡
視

体
験

を
調

整
中

○
7
/3

0
,3
1

親
子

サ
マ

ー
キ

ャ
ン

プ
を

計
画

○
12
月

ク
リ

ス
マ

ス
デ

イ
キ
ャ

ン
プ
を

計
画

○
11
月

以
降

町
内

の
各

種
団
体

に
よ
る

研
修
活

動
を
計

画

○
1～

2月
（

5
回
実

施
予
定

）

雪
と

の
ふ

れ
あ

い
体

験
を

計
画

●
揖

斐
川

町
の

7小
学

校
、

3中
学

校
、
池

田
町
の

2小
学

校
、

県
立

揖
斐

特
別

支
援

学
校

中
学

部
を

対
象

に
森

林
、

林
業

、
水

環
境

に
関

す
る

学

習
や

体
験

活
動
を

計
画
（

実
施
予

定
回
数

39
回

参
加

児
童

・
生

徒
数

延
べ

7
8
5名

）

資料－３

16



（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

宿
泊
施
設
「
ふ
じ
は
し
星

の
家
」
を
利
用
す
る
児
童

生
徒
等
の
各
種
研
修
活

動
へ
の
支
援
と
体
験
活

動
の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
2
)
日

本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て

の
活
用

施
策
項
目

⑥
研
修
の
場
の
提
供

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
5
/1

1～
1
1
/
1
1 

「
ふ

じ
は

し
星

の
家

」
に

宿
泊

す
る

小
中

学
校

児
童

生
徒

等
の

各
種

団
体

等
が

実
施

す
る

各
種

研
修

活
動

の
支

援
や

、

自
然

環
境

や
自

然
素

材
を

活
用

し
た

様
々

な
体

験
活

動
を

計
画

（
1
月

末
時
点

6
1
団

体
を

予
定

）

○
杉

原
山

登
山

道
の

整
備

を
予

定

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

生
命
の
水
と
森
の

活
動
セ
ン
タ
ー
協
議

会
、
徳
山
ダ
ム
管
理

所

水
源
地
探
検
隊

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

揖
斐
川
上
下
流
の
小
中

学
児
童
生
徒
や
一
般
住

民
が
互
い
に
学
び
交
流

で
き
る
体
験
活
動
の
実

施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
3
)
広

域
で
継
続
的
な
交
流
・
連
携
の
推
進

施
策
項
目

⑧
活
動
を
通
じ
た
上
下
流
交
流

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
7
月

ブ
ナ

林
探

訪
会

（
冠

山
周

辺
の

ブ
ナ

原
生

林
を

訪
れ

、
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
植

物
や

そ
こ

に
生

き
る

昆
虫

等
を

観
察

し
、

森
林

の
も

つ
役

割
や

水
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
ツ

ア
ー

）
を

計
画

○
1
0月

（
予

定
）

水
源

地
体

験
隊

は
、

募
集

人
数

を
4
0
名

程
度

と
し

て
以

下
の

活
動

を
計

画

・
徳

山
ダ

ム
見

学

・
水

源
地

保
全

の
重

要
性

に
関

す
る

講
義

・
木

工
体

験
、

水
源

林
の

苗
木

づ
く

り
（

後
日

、
苗

木
の

里
帰

り
を

予
定

）

・
徳

山
ダ

ム
や

水
源

地
保

全
の

重
要

性
に

関
す

る
紹

介
動

画
の

周
知

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

中
部
電
力
株
式
会
社

－
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
協
力

計
画

実
績

実
績

計
画

ダ
ム
見
学
会
の
実
施

徳
山
ダ
ム
管
理
所
、

民
間
旅
行
会
社

揖
斐
川
町

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

揖
斐
川
町

洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
か
ら

の
放
流
（
平
日
の
徳
山

ダ
ム
点
検
放
流
）

計
画

実
績

計
画

実
績

西
美
濃
無
限
回
廊
協
議

会
－

・
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
施
に
よ
り
、
徳
山
ダ

ム
の
景
観
を
P
R
（
継
続
）

計
画

実
績

西
美
濃
広
域
観
光
推
進

協
議
会

－

西
美
濃
地
域
が
持
つ
豊

か
な
自
然
と
多
く
の
優

れ
た
観
光
資
源
を
P
R
す

る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
を
図
る
。

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑪
観
光
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
実

施
時

期
調

整
中

徳
山

ダ
ム

の
点

検
法

流
の

状
況

を
映

像
で

配
信

す
る

予
定

（
１

）
観

光
客

誘
致

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

9
月

開
催

予
定

首
都

圏
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
東

京
）
、

令
和

5年
2
月
開

催
予

定
関

西
圏

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
（

大
阪

）

（
２

）
周

遊
観

光
商

品
造

成
事

業
（

①
周

遊
観

光
商

品
の

調
査

及
び
新

規
造

成
・

販
売

、
②

大
垣

観
光

協
会

が
行

う
商

品
造

成
等

に
対

し
て

支
援

）

（
３

）
関

係
事

業
者

連
携

事
業

1
1
月

予
定

ツ
ア

ー
催

行
に

あ
た

り
、

バ
ス

の
運

行
手

配
を

行
う

○
実

施
時

期
未

定
西

美
濃

夢
源

回
廊
協

議
会

を
通

じ
て

構
成

６
市

町
（

大
垣

市
、

本
巣

市
、

神
戸

町
、

揖
斐

川
町

、
大

野
町

、
池

田
町

）
の

管
内

の
観

光
地

（
徳

山

ダ
ム

含
む

）
を

広
く

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
事

業
を

推
進

し
て

い
く

。

○
5
月

○
11

月

徳
山

ダ
ム

堤
体

登
坂

と
徳

山
会

館
に

お
け

る
旧

徳
山

村
の

歴
史

を
学

び
、

「
と

く
ま

る
」

に
よ

る
湖

上
巡

視
体

験
を

行
う

ツ
ア

ー
を

企
画

調
整

中

（
４

）
海

外
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

11
月

予
定

台
北

国
際

旅
行

博
（

I
T
F
）

へ
の

出
展

○
1
1月

開
催

時
い

び
が

わ
マ
ラ

ソ
ン

の
運

営
協

力
を

計
画

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

一
般
財
団
法
人
い
び
が

わ
－

よ
こ
と
く
ダ
ム
カ
レ
ー
の

販
売

計
画

実
績

計
画

実
績

大
垣
商
工
会
議
所

－
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

る
交
流
産
業
の
創
出
・

育
成

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑫
新
た
な
産
業
の
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
「

西
美

濃
産

業
観

光
読

本
」

（
改

訂
版

）
の

作
成

（
2
,0

0
0
冊

増
刷

）
⇒

 
揖

斐
川

の
水

資
源

を
活

か
し

た
産

業
（

徳
山

ダ
ム

水
力

発
電

所
等

）
を

紹
介

。

（
２

）
全

国
水

都
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
へ

の
参

加
⇒

 
全

国
の

“
水

都
”

1
0 

都
市

（
大

阪
、

東
京

、
新

潟
、

名
古

屋
、

大
垣

、
近

江
八

幡
、

徳
島

、
広

島
、

松
江

、
柳

川
）

が
参

画
。

○
通

年
「

よ
こ

と
く

ダ
ム

カ
レ

ー
」
の

販
売

を
計

画

資料－３
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

水
資
源
機
構

徳
山
ダ
ム
管
理
所

生
命
と
水
と
森
の
活

動
セ
ン
タ
ー
協
議
会
徳
山
ダ
ム
Ｐ
Ｒ

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

徳
山
ダ
ム
の
機
能
を
は

じ
め
治
水
・
利
水
の
大

切
さ
、
さ
ら
に
は
当
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
を

広
く
伝
え
る
情
報
発
信

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑬
情
報
発
信

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１
）
徳
山

ダ
ム

や
関

連
施
設
の
総

合
案

内
（

通
年
）

（
２
）
生
命

の
水

と
森

の
活
動
セ
ン

タ
ー

お
よ

び
学
習
館
の

Ｐ
Ｒ

活
動

（
名

古
屋

市
水
フ

ェ
ス
タ
参

加
予

定
）

（
３
）
恵
み

の
森

コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム

イ
ベ

ン
ト

等
へ
の
参
加

を
予

定

（
１
）

徳
山

ダ
ム
の
施

設
見
学

（
ダ

ム
天
端
及

び
左

右
岸
の

広
場
を
一

般
開

放
）

（
通
年
）

（
２
）

徳
山

ダ
ム
ダ
ム

カ
ー
ド

の
配

布
（
通
年

）

（
３
）

グ
ル

ー
プ
見
学

者
の
案

内
（

通
年
）
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

揖
斐
川
筋
の
漁
協
・
小
学

校
・
教
育
委
員
会
に
対
し
て

水
難
事
故
防
止
P
R
活
動
を

実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

生
命
と
水
と
森
の
活
動

セ
ン
タ
ー
協
議
会

－

豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
様
々

な
研
修
や
啓
発
活
動
を

実
施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み
ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組
の
推
進

施
策
項
目

⑮
啓
発
活
動
の
推
進

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
小
中
学
校

児
童
生
徒

へ
の
啓
発
活

動
を
計
画

（
通
年
）

○
10

/1
5 

徳
山

ダ
ム
及
び

ダ
ム
周
辺
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ
研

修
会
を
計

画

○
6月

中
旬

水
難

防
止
PR
活
動

を
計

画
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（
 
令

和
４

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

企
業
と
の
協
同
に
よ
る

森
林
づ
く
り

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑰
交
流
の
場
づ
く
り

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１
）

イ
ビ
デ
ン

（
株

）
：

植
樹
（
補

植
・

獣
害

防
止
含
む
）

、
下

刈
り

を
年
３
回
（

春
・

夏
・

秋
）
計
画

（
２
）

（
株
）
大

垣
共

立
銀
行

：
植
樹
（

補
植

・
獣

害
防
止
含
む

）
、

野
外

観
察
会
、
木

工
教

室
を

年
２
回
（

春
・
秋

）
計

画

（
３
）

（
株
）
平

和
堂

：
倒

木
除
去
、

下
刈

り
、

除
伐
等
の
森

林
整

備
を

年
２
回
（
春

・
秋

）
計

画

延
べ
1
,0
0
0名

の
参

加
を

予
定
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

コロナウィルス感染防止対策として自粛

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 （４）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

SAP体験の実施

団
体
名
等

揖斐川町　協力：水資源機構徳山ダム管理所

報告内容
（令和3年度）

　
密を避けながら湖面を楽しめる事業として「SAP体験」を行う予定であったが、コロナウィルス
感染の拡大により予防対策として自粛した。

計画内容
（令和4年度）

令和４年度についてもコロナ感染の先行きが見えないことから、各種体験事業の予算化を見
送った。
今のところ、新しい体験活動実施の予定はない。

写　真　な　ど
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令和３年度

令和４年度

施策 （１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

施策項目 ①水環境の保全

具体の施策 生命の水を育む源流域の水環境を保全するための清掃活動等の実施

計画内容
（令和４年度）

　水源地域の環境保全を目的に、町、NPO団体、関係諸団体や地域住民と協働して、
揖斐川上流域の清掃活動、および環境パトロール活動を計画している。

・ 揖斐川上流水源地域クリーン作戦　　（９月　実施予定）

・ 冠山登山道クリーン作戦　　　  　  　　（１０月　実施予定）

・ 夜叉ヶ池登山道クリーン作戦　　　  　（１０月　実施予定）

・ 徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動
                                                   　（原則　週１回　実施予定）
　 および湖上巡視活動   　　　　　　 　  （原則　月１回　実施予定）

令和３年４月～１２月

写　真　な　ど

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体および一般個人

実施時期
令和４年４月～１２月

報告内容
（令和３年度）

　水源地域の環境保全を目的に、町、NPO団体、関係諸団体や地域住民と協働して、
揖斐川上流域の清掃活動、および環境パトロール活動を計画した。

・ 揖斐川上流水源地域クリーン作戦
　　　　　　　　　　　（９／１８　感染防止のため中止　後日、センター職員で実施）
・ 冠山登山道クリーン作戦　　　　     （１０／２　感染防止のため中止）

・ 夜叉ヶ池登山道クリーン作戦　　    （１０／３０　クマ出没情報があり中止）

・ 徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動
                                                   　　（原則　週１回　３５回実施）
　 および湖上巡視活動  　　　　　　 　  （原則　月１回　８回実施）
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令和３年度

令和４年度

施策 （１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

施策項目 ③自然生態系の保全

具体の施策 豊かな野生生物を育む自然環境の保全に向けた植樹活動の実施

計画内容
（令和４年度）

　徳山ダム上流域の荒廃林、工事跡地（コア山）を中心に、郷土産のブナ、コナラ、ミ
ズナラ、クルミ等の野生生物の餌となる木（実のなる木）の植栽、保育活動を実施す
る。

・ コア山下草刈りおよび獣害防止カバー等の設置　　　　 　（６月、９月　実施予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６月　  一般公募による下草刈りを実施予定）

・ 北方小学校、谷汲小学校、北和中学校の児童生徒による苗木のホームステイ活動
　　　　　　　　　　　　　 　（４月　仮植え作業　　　９月、１０月　植樹活動を実施予定）

・ 第２２回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦 　（１０／１５　実施予定）

令和３年４月～１２月

写　真　な　ど

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　　その他関係諸団体および一般個人

実施時期
令和４年４月～１２月

報告内容
（令和３年度）

　徳山ダム上流域の荒廃林、工事跡地（コア山）を中心に、郷土産のブナ、コナラ、ミ
ズナラ、クルミ等の野生生物の餌となる木（実のなる木）の植栽、保育活動を実施し
た。

・ コア山下草刈りおよび獣害防止カバー等の設置（６/５､ ９/２４ 実施　　３０名参加）
　　（６/１９　一般公募による下草刈りは新型コロナウイルス感染防止のため中止）

・ 北方小学校、谷汲小学校、北和中学校の児童生徒による苗木のホームステイ活動
　（４／２７、２８に仮植え作業、１０/４、１１に植樹活動実施　北和中は感染予防のた
め中止）

・ 第２１回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０／１６　植樹活動を実施　３９名参加）
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令和３年度

令和４年度

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児
童生徒や地域内外の多くの方々に水源地域の重要性や環境保全を学んでもらう各種
体験活動を実施した。

・ 親子サマーキャンプ　（７／３１，８／１　　新型コロナウイルス感染防止のため中止）

・ クリスマスデイキャンプ　（１２／４　　親子３組　９名参加）
　
・町内の各種団体による研修活動
　　　　　（町内の老人クラブの体験研修を実施　１０／３０，１２／１４　　２団体 ５６名）

・雪とのふれあい体験　　　　　　　　 （新型コロナウイルス感染防止のため中止）

施策 （２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

施策項目 ⑤学習の場の提供

具体の施策 徳山湖周辺の優れた自然環境を活用した様々な体験活動の実施

計画内容
（令和４年度）

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児
童生徒や地域内外の多くの方々に水源地域の重要性や環境保全を学んでもらう各種
体験活動を計画している。

・ 親子サマーキャンプ　　　　　　　   （７／３０、３１　　実施予定）

・ クリスマスデイキャンプ　　　　　　　　　   　（１２月に実施予定）
　
・町内の各種団体による研修活動
　　   　（町内の老人クラブの体験研修　１１月以降に実施予定）

・雪とのふれあい体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月～２月にかけて５回実施予定）

写　真　な　ど

令和３年７月３１日～令和４年２月

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　その他関係諸団体

実施時期
令和４年７月３０日～令和５年２月

報告内容
（令和３年度）
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令和３年度

令和４年度

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒および地域内外の各種団体等が実
施する各種研修活動の支援や、自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を実
施した。

・ 小中学校児童生徒や各種団体が実施する研修活動の支援
・ オリエンテーリングや天体観測等の自然環境や施設を活用した体験活動
・ 丸太切りや木の実クラフト等の自然素材を活用した体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月末現在６５団体２２５５名）

・ 杉原山登山道の整備
　　　　　　　　　　　（４月２２日　杉原山登山道整備を実施　　登山活動　９名）

施策 （２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

施策項目 ⑥研修の場の提供

具体の施策 宿泊施設「ふじはし星の家」を利用する児童生徒等の各種研修活動への支援と体験活動の実施

計画内容
（令和４年度）

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒および地域内外の各種団体等が実
施する各種研修活動の支援や、自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を計
画している。

・ 小中学校児童生徒やスポーツ少年団等の各種団体が実施する研修活動の支援
・ オリエンテーリングや登山、川遊びや天体観測等の自然環境や施設を活用した体
   験活動
・ 丸太切りや木の実クラフト等の自然素材を活用した体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（１月末現在　　６１団体が予定）

・ 杉原山登山道の整備

写　真　な　ど

令和３年５月１３日～令和３年１２月９日（令和４年１月末現在）

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　

実施時期
令和４年５月１１日～令和４年１１月１１日

報告内容
（令和３年度）
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令和３年度

令和４年度

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源地環境保全体験として実
施する「水源地探検隊」イベントを支援した。また、上流域のブナ原生林が残る冠山を
訪れ、森林の役割や動植物の観察など、自然環境のすばらしさと大切さを学ぶブナ林
探訪会を実施した。

・ ブナ林探訪会
　　冠山周辺のブナ原生林を訪れ、現地で森林のもつ役割や水環境について学ぶ
　活動を実施した。（７／３１　　親子６組　１３名参加）
　
・名古屋市上下水道局主催の「 水源地探検隊」活動
　　次世代を担う子供たちに水源地の自然の豊かさや保全の大切さ学んでもらうた
　め、参加者による広葉樹の種の播種体験や除伐材等を使ったクラフト活動を感染
　予防を加味してオンラインによる「水源地探検隊」活動を支援した。
　（１０月　親子６３組が参加）
　

施策 （３）広域で継続的な交流・連携の推進

施策項目 ⑧活動を通じた上下流交流

具体の施策 揖斐川上下流の小中学児童生徒や一般住民が互いに学び交流できる体験活動の実施

計画内容
（令和４年度）

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源地環境保全体験として実
施する「水源地探検隊」イベントを支援する。また、上流域のブナ原生林が残る冠山を
訪れ、森林の役割や動植物の観察など、自然環境のすばらしさと大切さを学ぶブナ林
探訪会を計画している。

・ ブナ林探訪会
　　冠山周辺のブナ原生林を訪れ、徳山ダム上流域の植物やそこに生きる昆虫等
　を観察し、森林のもつ役割や水環境について学ぶツアーを計画している。
　　（７月　実施予定）

・名古屋市上下水道局主催の「 水源地探検隊」活動
　　次世代を担う子供たちに水源地の自然の豊かさや保全の大切さ学んでもらう
　ため、参加者による広葉樹の播種体験や除伐材等を使ったクラフト活動を計画
　している。
　　（１０月　実施予定）

写　真　な　ど

７月３１日、１０月

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　

実施時期
７月、１０月

報告内容
（令和３年度）
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令和３年度

令和４年度

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、さらには治水や利水の大切さを多くの
方々に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情報を発信し
た。

・ 徳山ダムや関連施設の総合案内　 （ １月末現在  ７０団体１３８４名）

・ 生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動
　　　　　　　　　　（名古屋市水フェスタ　新型コロナウイルス感染防止のため中止）

施策 （５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

施策項目 ⑬情報発信

具体の施策 徳山ダムの機能をはじめ治水・利水の大切さ、さらには当センターの活動内容等を広く伝える情報発信

計画内容
（令和４年度）

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、さらには治水や利水の大切さを多くの
方々に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情報を発信す
る。

・ 徳山ダムや関連施設の総合案内

・ 生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　（名古屋市水フェスタ等への参加予定）

・ 恵みの森コンソーシアムイベント等への参加
　

写　真　な　ど

通年

団体名等 生命の水と森の活動センター協議会　

実施時期
通年

報告内容
（令和３年度）
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令和３年度 通年

令和４年度

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画について

計画内容
（令和４年度）

　多種多様の野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながらそれら
を将来にわたって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定する。

・ 徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　　 水資源機構徳山ダム管理事務所の森合所長による徳山ダムの機能や役割等を
　中心とした講和を、実のなる木の植樹活動実施日に開催する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０/１５　実のなる木の植樹活動日に実施予定）

・ 小中学校児童生徒への啓発活動
　　 学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせな
　がら自然環境保全について学ぶ場を設定する。

団体名等

実施時期

⑮啓発活動の推進

豊かな自然環境の保全について学ぶ様々な研修や啓発活動を実施

写　真　な　ど

施策

施策項目

具体の施策

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

　多種多様の野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながらそれら
を将来にわたって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定した。

・ 徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　　 水資源機構徳山ダム管理事務所の森合所長による徳山ダムの機能や役割等を
　中心とした講和を、実のなる木の植樹活動実施日に開催した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０/１６　３９名参加）

・ 小中学校児童生徒への啓発活動
　　 学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせな
　がら自然環境保全について学ぶ場を設定した。

報告内容
（令和３年度）
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

令和３年４月　～　令和４年３月

令和４年４月　～　令和５年３月

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

団
体
名
等

(独)水資源機構

〃

報告内容
（令和3年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載している。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

計画内容
（令和4年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載していく。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

－

今後調整

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪観光振興、⑬情報発信

洪水吐きゲートからの放流（平日の徳山ダム点検放流）

団
体
名
等

－

揖斐川町、(独)水資源機構

報告内容
（令和3年度）

未開催

計画内容
（令和4年度）

・点検放流では映像の配信を実施する。配信方法はＳＮＳによる配信、揖斐川町役場玄関ロ
ビー内や「いびがわチャンネル」での配信を検討する。
・周辺の交通渋滞等に配慮し、事前周知は行わず平日に実施しシャトルバスによる送迎は行
わない予定。

写　真　な　ど

洪水吐きゲートからの放流を見学する方々（令和元年度の状況）
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

（コロナ過以前の開催状況（令和元年度））

報告内容
（令和3年度）

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くため、揖斐川町、
民間旅行会社と連携して魅力あるインフラツーリズムを企画販売し、啓発するとともに地域
振興につなげる。

・好評いただいているインフラツーリズムを揖斐川町、民間旅行会社と連携して実施する予
定。
　○徳山ダム堤体登坂体験とコア山上陸（植樹体験）ツアー
　○新緑の徳山湖写真撮影ツアー
　　※秋季は連絡船（とくまる）整備予定のため、実施しません。

・両施策とも新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止となった。
・１０月１日に緊急事態宣言が解除されたことから、募集人数を少数とし徳山ダム堤体登坂
と徳山会館において旧徳山村の歴史を学び昼食として郷土料理の地獄うどんを提供するツ
アーを１１月１１、１９日に企画したが、催行人数に満たず中止となった。

計画内容
（令和4年度）

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くため、揖斐川町、
民間旅行会社と連携して魅力あるインフラツーリズムを企画販売し、啓発するとともに地域
振興につなげる。

・好評いただいているインフラツーリズムを揖斐川町、民間旅行会社と連携して実施する予
定。
　○徳山ダム堤体登坂体験し、旧徳山村の歴史を学び、「とくまる」による湖上巡視体験を
実施できるよう企画調整中。

写　真　な　ど

実
施
時
期

徳山湖自然風景写真撮影会、徳山ダム堤体登坂ツアー　　令和３年５月（予定）
規模の縮小など新型コロナウイルス感染症の感染対策を行った上で、例年同様の日程で
開催を検討中、民間旅行会社と調整は未了

令和４年５月、１１月（予定）
規模の縮小など新型コロナウイルス感染症の感染対策を行った上で、例年同様の日程で
開催を検討中、民間旅行会社と調整は未了

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑪観光振興、⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

団
体
名
等

揖斐川町、(独)水資源機構、民間旅行会社

揖斐川町、(独)水資源機構、民間旅行会社

徳山ダム堤体登坂体験ツアー（登坂前に洪水吐きからの点検放流を実施）

徳山湖自然風景写真撮影ツアー コア山での実のなる木植樹体験
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

（令和元年度の状況）

実
施
時
期

８月第１週（水の週間）

８月第１週（水の週間）

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑮啓発活動の推進

ダム見学及び湖上巡視体験の実施

団
体
名
等

(独)水資源機構

揖斐川町、(独)水資源機構、民間旅行会社

報告内容
（令和3年度）

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
う。

・徳山ダム見学会
　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を実施し規模を縮小し、水の週間のイベントとし
て、ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を対象に実施。

・新型コロナウイスル感染症の拡大防止のため中止となった。

・代替施策として夏の湖上巡視の動画を撮影し、水の週間に配信した。

計画内容
（令和4年度）

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
う。

・水の週間イベントとして徳山ダム特別見学会を揖斐川町、民間旅行会社と連携して実施す
る予定。
　ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を対象に実施。旧徳山村の歴史
を学び併せて「とくまる」による湖上巡視体験を同日に実施できるよう企画調整中。

写　真　な　ど

ダム内部での説明状況
徳山ダム特別見学会ポスター
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

報告内容
（令和3年度）

・揖斐川水源地域全体にトチノキ、ナラ、クリ、ブナなどの野生動物の餌となる「実のなる木」を植樹
し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様性豊かな森林づくり
に努める。

・生命の水と森の活動センター協議会等が主催するコア山での植樹、保育活動について協力を行っ
た。

・一部活動は、新型コロナウイスル感染症感染拡大防止のため中止となった。

　実のなる木を植えよう大作戦
　　現地事前確認及び
　　下草刈等　　　　６月　５日（一般参加希望者による下草刈等を中止し関係者のみで
実施）
　　下草刈り　　　　９月２４日（関係者のみで実施）
　　植樹作業　　　１０月１６日（一般参加希望者及び関係者で実施）

　苗木のホームステイ（植樹活動）
　　下草刈り　　　　９月２４日（関係者のみで実施）
　　北方小　　　　１０月　４日（植樹）
　　谷汲小　　　　１０月１１日（植樹）
　

計画内容
（令和4年度）

・揖斐川水源地域全体にトチノキ、ナラ、クリ、ブナなどの野生動物の餌となる「実のなる
木」を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様
性豊かな森林づくりに引き続き継続して努める。

・生命の水と森の活動センター協議会等が主催するコア山での植樹、保育活動について協
力を行う。

　○実のなる木を植えよう大作戦
　　下草刈り　　６月１８日（土）（予定）
　　植樹作業　１０月１５日（水）（予定）

　○苗木のホームステイ（植樹活動）
　　揖斐川町内小中学生（９月～１０月）（予定）

写　真　な　ど

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川
町、

〃

実
施
時
期

令和３年９月～１０月

令和４年６月～１０月（予定）

苗木のホームステイ・実のなる木を植えよう大作戦

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策
(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進

②ダム機能保全のための森林の保全整備、⑧活動を通じた上下流交流

苗木のホームステイ ： 10/4 北方小学校 苗木のホームステイ ： 10/11 谷汲小学校
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

通年

　〃

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムＰＲ

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　〃

報告内容
（令和3年度）

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放している。
　（積雪の場合一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、8:00～18:00　　土日祝日も実施。
　上記の一般開放は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、まん延防止等重点措置
区域に指定中の５月１４日から３１日迄は中止となった。
　また、土日祝日の管理所１階会議室のＰＲ施設として開放は全期間を通して中止となった。

・グループ見学は、５月から１２月にかけて約１，７００名を案内

・徳山ダム　ダムカードの配布（令和４年１月までに約４千五百枚）
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布している。（令和３年度）
　（ダムの一般開放時に管理所１階受付で配布　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め緊急事態宣言等適用中は配布中止）

計画内容
（令和4年度）

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放する。
　（積雪の場合一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、8:00～18:00　　土日祝日も実施。

・グループ見学者の案内

・徳山ダム　ダムカードの配布
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布する。（ダムの一般開放時に管理所１階受付で配布）

写　真　な　ど

徳山ダム見学者の案内

資料－６
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

通年（基本開庁日 ＋ 閉庁日数回）
令和３年はコロナ感染症対策で１月～７月２０日、８月７日～１０月３日、１月２１日～　中止

通年（基本開庁日 ＋ 閉庁日数回）

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

ダム見学会の通年実施

団
体
名
等

国土交通省中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所　横山ダム管理支所

国土交通省中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所　横山ダム管理支所

報告内容
（令和3年度）

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会を行
い、ダムの概要、役割を始め、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操作等について説明し、ダ
ム事業への理解を深めていただいた。
　令和３年度は １１３ 名（令和３年１２月末現在）の方が見学。
　また、ダムカードは ５４８ 枚（令和３年１２月末現在）配布。

計画内容
（令和4年度）

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会を行
い、ダムの概要、役割を始め、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操作等について説明し、ダ
ム事業の理解を深めていただく。
　見学会は基本開庁日とするが、団体等については、閉庁日も極力対応していく。
　ダムカードは一年を通じ、８：３０～１７：１５の時間帯における来庁者（希望者）に配布する。

写　真　な　ど

資料－７

42



施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

令和３年７月２１日～７月３１日（コロナ対策でＷＥＢ配信に変更）

令和４年７月２１日～７月３１日（イベント開催日は７月２３日（土）を予定）

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

森と湖に親しむ旬間（通称“もりみず”）　イベント(ＷＥＢによる紹介に変更)

団
体
名
等

国土交通省中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所　横山ダム管理支所

国土交通省中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所　横山ダム管理支所

報告内容
（令和3年度）

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむことに
より、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社会生活に
果たしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年７月２１日から７月３１
日までを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを中心に各種行事を行ってい
る。
　今年度はコロナ感染症対策で集客イベントとしては中止したがダム紹介動画をドローン撮
影等行い期間限定で公開した。
  期間中の動画へのアクセス数は延べ６０８回であった。

計画内容
（令和4年度）

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむことに
より、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社会生活に
果たしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年７月２１日から７月３１
日までを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを中心に各種行事を行ってい
る。
　横山ダムにおいても、同旬間中の７月２３日（土）（予定）に、ダム内部の見学会を始め、災
害対策車両（排水ポンプ車、照明車）の展示、同説明、建設当時のビデオ放映等を行うととも
に、中部電力（株）の協力のもと、横山発電所の見学会も計画する。

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

写　真　な　ど

計画内容
（令和4年度）

　令和4年度の水源地探検隊は、新型コロナウイルスの感染状況に留意しつつも、揖斐川町
に参加者をお連れする現地開催を基本としてイベントの実施計画を進めていく。また、流域全
体で水源地を守っていく意識を醸成するため、令和3年度に作成した紹介動画を積極的に活
用していく。

【令和4年度計画】
(1) 募集人数　40名程度
(2) 主な実施内容
・ 徳山ダム見学
・ 水源地保全の重要性に関する講義
・ 木工体験、水源林の苗木づくり(後日、苗木の里帰りを予定)
・ 徳山ダムや水源地保全の重要性に関する紹介動画の周知

報告内容
（令和3年度）

　令和3年度の水源地探検隊は、新型コロナウイルスの感染拡大が続いている状況を考慮
し、オンラインを活用するとともに参加者に体験活動キットを送付することで現地開催と同様
の体験活動を取り入れたイベントとして実施した。　また、水源地探検隊を自主的な水源地保
全活動への参加のきっかけとすることで、「次世代を担う子どもたちに水源地の自然の豊かさ
や保全の大切さを学んでもらい、流域全体で水源地を守っていく意識を醸成していく」という事
業目的の達成を図った。

【イベント実施概要】
(1) 参加人数　63名(給水区域内に在住の小学生を対象)
(2) 主な実施内容
・ なごや動画館「まるはっちゅ～ぶ」で徳山ダムや水源地保全の重要性に関する紹介動画を
公開
・ 各家庭で水源林の苗木づくり、バードコールづくり体験を行うための体験活動キットを送付
・ 各家庭で育てた苗木は参加者有志によって揖斐川町への里帰り(令和5年夏予定)
・ Twitterで「#水源地探検隊」を付けてツイートされた方に対し、抽選で「名水」をプレゼント

実
施
時
期

令和3年11月1日～11月30日

令和4年10月(予定)

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策
(2) 日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(3) 広域で継続的な交流・連携の推進

⑤学習の場の提供、⑧活動を通じた上下流交流

水源地探検隊

団
体
名
等

名古屋市上下水道局、生命の水と森の活動センター、(独)水資源機構

　　〃

動画視聴の様子

紹介動画は名古屋市上下水道局公式

ウェブサイトにおける水源地探検隊実施

報告ページのリンクから引き続きご覧い

ただけます。

水源地探検隊実施報告

ページはこちらから ⇒

バードコールづくりの様子

水源林の苗木づくりの様子

紹介動画のイメージ紹介動画のイメージ 参加者による体感活動の実施状況

資料－８
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西濃エリア
　　　　　　　　　　　　gifu.visit-town.com/area/area05/

実
施
時
期

令和3年4月～令和4年3月

令和4年4月～令和5年3月

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 （4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域の観光振興と地域活性化を図る。

団
体
名
等

西美濃広域観光推進協議会

西美濃広域観光推進協議会

報告内容
（令和3年度）

１　観光客誘致促進キャンペーン事業
　⑴　中京圏プロモーション（名古屋）「ぎふ西美濃観光物産展」
　　　 →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　⑵　関西圏プロモーション（大阪）「ぎふ西美濃観光物産展」開催予定
　　　 →新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

２　商品周遊観光商品造成事業
　⑴　西美濃の「鉄道・バス」発見！スマホスタンプラリー R03.07.10～R04.02.28
　　　 →西美濃を走るローカル鉄道の主要駅、路線バスのバス停留所など13か所に設置されたスタンプを集めるスタンプラリーを開催中。
　　　（令和4年2月10日現在　踏破賞　46人、スマホスタンプ数　965個）
　⑵　西美濃地域にある観光資源をブラッシュアップしたうえで旅行商品化し販売
　　　 →11月30日現在　送客数　307人　総売上　777,400円（VISIT岐阜県で販売）

３　関係事業者連携事業
　⑴　「ぎふ西美濃桜めぐりの旅」　令和3年4月1日（木）～11日（日）
　　　 →東海旅客鉄道㈱、名阪近鉄旅行㈱と連携し、春の西美濃を巡るツアーを実施した。
　　　　　11日間実施、68人送客
　⑵　「ぎふ西美濃桜めぐりの旅」　令和4年3月
　　　 →東海旅客鉄道㈱、名阪近鉄旅行㈱と連携し、春の西美濃を巡るツアーを実施予定。

計画内容
（令和4年度）

１　観光客誘致促進キャンペーン事業
　⑴　首都圏プロモーション（ツーリズムEXPO2022）
　　 →令和4年9月開催予定（東京）

　⑵　関西圏プロモーション
　　 →令和5年2月開催予定（大阪）

２　周遊観光商品造成事業
　⑴　周遊観光商品の調査及び新規造成・販売

　⑵　大垣観光協会（西美濃DMO）が行う商品造成等に対して支援

３　関係事業者連携事業
　⑴　ツアー催行にあたり、バスの運行手配を行う。
　　→令和4年11月予定

４　海外観光プロモーション事業
　⑴　台北国際旅行博（ＩＴＦ）への出展。
　　→令和4年11月予定

写　真　な　ど

資料－９
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

報告内容
（令和3年度）

　　当地域の魅力発信と交流産業の創出のため、当地域魅力を全国に向けて発信した。
①「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成（2,000冊増刷）
　揖斐川の水資源を活かした産業（徳山ダム水力発電所等）を紹介。

②地域団体商標カードの作成
　令和2年度に商標を取得した「大垣の木枡」、「大垣の枡」の知名度向上を目的に、独立行
政法人工業所有権情報・研修館が行う第５弾地域団体商標カード作成希望団体の募集に応
募。両商標ともに採用され、地域団体商標カードを作成した。

③全国への情報発信
　当地域の特産品である枡のPRを行うため、日本商工会議所が主催する展示会に出展する
とともに、全国の商工会議所、観光関係省庁・機関やマスコミ等へ送付される「全国商工会議
所観光振興大会」の大会誌に枡の情報を掲載し、当地域の特産品の情報を県内外へ発信し
た。

計画内容
（令和4年度）

　交流産業の創出・育成に向け、奥の細道むすびの地、水都などの地域資源を活用しながら
諸事業を実施する。
①「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成（2,000冊増刷）
　揖斐川の水資源を活かした産業（徳山ダム水力発電所等）を紹介。

②全国水都ネットワーク会議への参加
　全国水都ネットワークは、国内各都市が連携して、水辺の魅力づくりに関する情報収集、情
報交換、共同発信などを行い、日本の“水都”ブランド向上をめざすため、大阪商工会議所が
呼びかけ、平成 24年 12 月に設立したもの。大阪はじめ全国の“水都”10 都市（大阪、東京、
新潟、名古屋、大垣、近江八幡、徳島、広島、松江、柳川）が参画。

写　真　な　ど

実
施
時
期

令和3年4月1日～令和4年3月31日

令和4年4月1日～令和5年3月31日

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策
(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪観光振興、⑫新たな産業の振興、⑬情報発信

地域資源の活用による、交流産業の創出・育成

団
体
名
等

大垣商工会議所　交流産業委員会

大垣商工会議所　交流産業委員会

「西美濃産業観光読本」（改訂版）

資料－１０
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

----

報告内容
（令和3年度）

　
・多くの方々に発電所の機能や役割を理解していただくことを目的に発電所の見学を計画し
た。
・新型コロナウイスルの影響により中止

計画内容
（令和4年度）

・多くの方々に発電所の機能や役割を理解していただくことを目的に発電所の見学を計画す
る。
 （国土交通省　横山ダム支所と合同開催予定）

写　真　な　ど

実
施
時
期

７月中旬（中止）　

７月中旬（予定）

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

水力発電所の役割や機能を紹介し、理解を深めていただく

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社　

資料－１１
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

----

実
施
時
期

開催中止

開催時

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

いびがわマラソンの運営協力

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社

報告内容
（令和3年度）

　 ・新型コロナウイスルの影響等により中止

計画内容
（令和4年度）

　＜ご協力内容＞

　■実施内容　・当日の給水係員協力、給水所用地および飲料水の無償提供
　■参加人数　・当日の給水係　５名

写　真　な　ど

資料－１１
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

報告内容
（令和3年度）

①水難事故防止ＰＲ活動
　・漁協組合
　　　発電所停止作業等、必要に応じて揖斐川上流部３漁組に対し水難事故防止PR実施
　・小学校
　　　揖斐川町の流域小学校７校（谷汲・春日・小島・清水・揖斐・大和・北方小学校）に対し
       水難事故防止PRおよび水難事故防止PR実施、文具の配布　（文具は小学校１年生
       のみ対象）
　・教育委員会
　　　揖斐川町教育委員会に対し水難事故防止PR実施

②水難事故防止ＰＲのぼり旗設置
　　河川付近へのぼりを設置（設置期間：６～１０月　西平ダム下流に５箇所）

計画内容
（令和4年度）

①水難事故防止ＰＲ活動

写　真　な　ど

　　①水難事故防止チラシ、PR用品の配布　　　　　②のぼり旗設置（令和３年度まで）

実
施
時
期

①6月24日実施　②6月10日設置　

6月中旬

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑮啓発活動の推進

①揖斐川筋の漁協・小学校・教育委員会に対して水難事故防止PR活動を実施。
②河川入川者に対する注意喚起として水難事故防止PRのぼり旗を設置。

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

令和３年６月～令和４年２月

令和４年５月～令和５年２月

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

緑と水の子ども会議（清流の国ぎふ森林環境税）

団
体
名
等

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

報告内容
（令和3年度）

揖斐川町の９小学校、３中学校、池田町の２小学校、県立揖斐特別支援学校中学部におい
て、総合学習等の時間を利用し森林、林業、水環境に関する学習や体験活動を実施した。
（実施内容）
カワゲラウォッチングによる河川環境調査
森林の働きや水との関係など、森林に関する授業
自然観察会
間伐作業の体験
木のスプーンづくりや木工クラフト（木の実クラフト）づくり
徳山ダムの見学

実施回数　３２回
参加児童・生徒数　延べ６６１名

計画内容
（令和4年度）

揖斐川町の７小学校、３中学校、池田町の２小学校、県立揖斐特別支援学校中学部におい
て、総合学習等の時間を利用し森林、林業、水環境に関する学習や体験活動を実施する。
（実施内容）
苗木のホームステイ活動
カワゲラウォッチングによる河川環境調査
森林の働きや水との関係など、森林に関する授業
ネイチャーゲーム、自然観察会
間伐作業の体験
マイはしづくりや木工クラフト（木の実クラフト）づくり
徳山ダムの見学

実施回数　３９回
参加児童・生徒数　延べ７８５名

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

令和３年１０月２３日

令和４年５月～令和５年２月

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑰交流の場づくり

企業との協働による森林づくり

団
体
名
等

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

報告内容
（令和3年度）

（株）大垣共立銀行が揖斐管内で行う社会環境貢献活動（ＣＳＲ活動）に対して支援を行っ
た。
（実施内容）
　活動場所：揖斐高原
　活動内容：植樹（捕植・獣害防止含む）を年１回（秋）実施
　　　　　　　　参加人数は７０名

※イビデン（株）、（株）平和堂は新型コロナ感染拡大のため予定されていた行事（５回）を中
止
　（株）大垣共立銀行も予定行事２回のうち１回を同理由により中止

計画内容
（令和4年度）

イビデン（株）、（株）大垣共立銀行、（株）平和堂の３企業が、揖斐管内で行う社会環境貢献
活動（ＣＳＲ活動）に対して引き続き支援を行う。
（実施内容）
〇イビデン（株）
　植樹（捕植・獣害防止含む）、下刈りを年３回程度実施
〇（株）大垣共立銀行
　植樹（捕植・獣害防止含む）、野外観察会、木工教室を年２回程度実施
〇（株）平和堂
　倒木除去、下刈り、除伐等の森林整備を年２回程度実施

実施回数　７回程度
参加人数　延べ　１，０００名程度

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

新型コロナウイルス感染症により実施せず

未定

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

・サイクルツーリズムの実施により、徳山ダムの景観をPR（継続）

団
体
名
等

新型コロナウイルス感染症により実施せず

西美濃夢源回廊協議会

報告内容
（令和3年度）

新型コロナウイルス感染症によりイベント等を実施することができなかった。

計画内容
（令和4年度）

（継続）
・西美濃夢源回廊協議会を通じて構成６市町（大垣市、本巣市、神戸町、揖斐川町、大野町、
池田町）の管内の観光地（徳山ダム含む）を広く知ってもらうための事業を推進していく。

※西美濃夢源回廊協議会・・・揖斐郡三町、本巣市、神戸町、大垣市が加入。広域かつ継続
的な観光プロモーション活動を実施。

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和3年度

令和4年度

令和3年度

令和4年度

実
施
時
期

令和3年4月1日～令和4年3月31日（通年）

令和4年4月1日～令和5年3月31日（通年）

令和３年度 活動報告、令和４年度 活動計画　について

施策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑫新たな産業の振興

よことくダムカレーの販売

団
体
名
等

一般財団法人いびがわ

一般財団法人いびがわ（未定）

報告内容
（令和3年度）

・当地域の魅力発信のため、地域の資源や素材である徳山ダム及び横山ダムを活用したダ
ムカレーを販売することで魅力を発信した。

○藤橋道の駅のレストラン星のふる里における「よことくダムカレー」の販売

計画内容
（令和4年度）

・当地域の魅力発信のため、地域の資源や素材である徳山ダム及び横山ダムを活用したダ
ムカレーを販売することで魅力を発信する。

○藤橋道の駅のレストラン星のふる里における「よことくダムカレー」の販売

写　真　な　ど
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 規約 
 
（名称） 
第１条 本会は、「揖斐川水源地域ビジョン推進協議会」（以下「協議会」と

いう）と称する。 
 
（目的） 
第２条 協議会は、揖斐川水源地域ビジョンに基づき、徳山ダム上流域を核と

する揖斐川水源地域を流域全体の貴重な財産と位置づけ、水源地域だけ

ではなく、治水・利水の恩恵が及ぶ広域の人達が参画し、揖斐川水源地

域の豊かな自然環境を保全するとともに、適切なダム管理との整合を図

りながら、広大な自然環境、地域の伝統文化、多様な観光資源等の積極

的な利活用を図るため、流域住民、NPO 法人や企業等の各種団体、関係

行政機関、水源地域自治体、ダム事業者等が一体となって、個々の役割

を果たすとともに、相互の連携・協力の下、ビジョンの着実な推進を図

り、もって水源地域の自立的、持続的な活性化に寄与することを目的と

する。 
 
（事業） 
第３条 協議会は、以下の項目について実施するものとする。 

  (1)ビジョンに位置付けた施策の実施状況の確認 
  (2)着実かつ効率的なビジョン推進のための協議・調整 
 (3)生命の水と森の活動センター協議会の事業内容に関する確認や助言・指

導及び活動協力 
 (4)その他目的を達成するために必要な事項 

 
（組織等） 
第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。但し、協議会の中で

了解を得たうえで、運営上必要な委員の増減を図ることができる。 
２ 組織の改編等により委員の組織及び職名等が変更となった場合は、組

織及び職名等を新たな組織及び職名等に読み替え、その職に就いた者が、

協議会の委員を継承する。 
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（協議会の招集及び成立） 
第５条 協議会は、事務局がこれを招集し、揖斐川町長が議長を務める。 

２ 協議会は、委員の過半数の出席を持って成立する。 
３ 委員がやむを得ない事由により会議に出席できないときは、代理人を

出席させることができる。 
 
（協議会の開催） 
第６条 協議会は、原則として年１回開催する。その他、必要に応じて適宜開

催することができる。 
 
（公開） 
第７条 協議会は、原則として公開とする。 
  ２ ただし、議長が必要と認めた場合には非公開とすることができる。 
 
（事務局） 
第８条 協議会の事務局は、揖斐川町に置くこととし、事務局の運営に関し必

要な事項については、独立行政法人 水資源機構 徳山ダム管理所が協力

して実施するものとする。 
 
（雑則） 
第９条 本規約に定めのない事項については、協議会において別途定める。 
 
付則 
この規約は、平成２０年２月１３日から施行する。 
 
付則  
別表の委員について、「生命の水と森の活動センター協議会 センター長」を

追加する。 
この規約は、平成２７年１１月２６日から施行する。 
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分　　　類 区　　　分 所　　属　・　役　　職

各種団体 関連地元事業者 揖斐郡森林組合　代表理事組合長

一般財団法人 いびがわ　理事長　

関連団体 生命の水と森の活動センター協議会　センター長

ＮＰＯ 揖斐自然環境レンジャー　理事長

西美濃広域観光推進協議会　事務局長

大垣商工会議所　交流産業委員長

揖斐川町商工会　会長

関連企業
中部電力株式会社　再生可能エネルギーカンパニー
岐阜水力センター　揖斐水力管理所長

イビデン株式会社　エネルギー統括部　部長

関係行政機関 国土交通省 中部地方整備局　河川部　河川保全管理官

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所長

中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所長

林野庁 中部森林管理局　岐阜森林管理署　次長

関係地方公共団体 岐阜県　県土整備部　河川課長

岐阜県　都市建築部　水資源課長

岐阜県　揖斐県事務所長

岐阜県　県土整備部　揖斐土木事務所長

岐阜県　農政部　揖斐農林事務所長

愛知県　建設局水資源課長

三重県　地域連携部　水資源・地域プロジェクト課長

名古屋市上下水道局 技術本部　計画部 水道計画課長

流域市町代表 大垣市　技監

水源地域自治体 　 揖斐川町長

ダム事業者 水資源機構  中部支社　事業部　ダム事業課長

水資源機構　徳山ダム管理所長

※下線部：前回からの変更箇所 令和4年3月11日現在

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 委員一覧
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